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気象神社
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参拝者に頒布している「アマビエ」
「ヨゲンノトリ」のコースターとカード

令
和
三
年

気
象
神
社
例
大
祭(

気
象
祭)

斎
行

６
月
１
日(

火)

気
象
神
社
例
大
祭(

気
象
祭)

を
斎
行
し
ま

し
た
。
毎
年
６
月
１
日
は
気
象
庁
に
よ
っ
て
「
気
象
記
念

日
」
と
定
め
ら
れ
て
ま
す
。
一
八
七
五
年(

明
治
８
年)

６
月

１
日
に
東
京
赤
坂
葵
町
に
日
本
初
の
気
象
台
で
あ
る
東
京
気

象
台(

現
在
の
気
象
庁)

が
設
置
さ
れ
、
東
京
で
気
象
と
地
震

観
測
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
「
気
象
記
念
日
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

高
円
寺
氷
川
神
社
の
末
社
の
気
象
神
社
で
は
毎
年
こ
の

「
気
象
記
念
日
」
に
合
わ
せ
て
例
大
祭(

気
象
祭)

を
斎
行
し

て
お
り
ま
す
。
御
祭
神
で
あ
る
八
意
思
兼
命(

や
ご
こ
ろ
お

も
い
か
ね
の
み
こ
と)

様
に
神
恩
感
謝
の
心
を
ご
奉
告
す
る

大
切
な
神
事
で
す
。

今
年
も
昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
に
、
氏
子

総
代
、
氏
子
青
年
会
、
そ
の
他
関
係
者
に
御
参
列
戴
き
、
神

事
の
み
執
り
行
い
ま
し
た
。
可
能
な
限
り
規
模
を
縮
小
し
て
、

感
染
対
策
を
講
じ
て
の
神
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

協
力
も
賜
り
、
無
事
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
も
再
延
長
と
な
り
、
変
異
株
拡
大
も
懸
念

さ
れ
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
念
す
る
の
み
で
す
。

晴天の下、気象神社御祭神の八意思兼命様に感謝の気持ちをご奉告しました

ご参加された氏子総代や神社関係者の皆様
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氷
川
神
社
境
内
は
参
拝
者
の
駐
車
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
近
年
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
破
損
し
、

段
差
が
で
き
る
部
分
も
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。
参
拝
者
の
安
全
も

確
保
す
る
た
め
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
全
面
的
に
張
替
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

工
事
は
無
事
に
終
わ
り
、
綺
麗
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
舗
装
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
境
内
の
雰
囲
気
も
一
段
と
明
る
く
な
り
ま

し
た
。

気
象
祭
奉
納
者
芳
名

氏
子
総
代
責
任
役
員

渡
辺
忠
司

氏
子
総
代
責
任
役
員

村
田
光
紘

氏
子
総
代
責
任
役
員

大
河
原
章
雄

氏
子
総
代
責
任
役
員

大
河
原
和
雄

氏
子
総
代

三
上
忠
彦

ノ
グ
チ
不
動
産

野
口
憲
一

由
井
営
太
郎

村
田
光
一
郎

高
円
寺
北
庚
申
文
化
会

高
円
寺
パ
ル
商
店
街
振
興
組
合

高
円
寺
南
中
央
通
り
商
店
会

財
団
法
人

日
本
気
象
協
会

東
京
高
円
寺
大
道
芸
振
興
協
会

氷
川
神
社

氏
子
青
年
会

さ
ぬ
き
や

近
藤
康
浩

夢
☆
カ
フ
ェ

中
島
俊
夫(

順
不
同)

境
内
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
事

部分的にひどい損傷も
ありました

工事後 工事前

工事中のようす

気
象
祭
の
よ
う
す



氷 川 神 社 社 報

３

令和３年６月吉日 第１８３号 (令和３年６月号)

取
付
の
よ
う
す

西志村恵理さん

高南宝扇会の皆様に境内の花植えをして戴きました

５
月
１
６
日(

日) 

高
南
宝
扇
会
の
皆
様
が
境
内

の
花
植
え
を
手
伝
っ
て
戴
き
ま
し
た
。
昨
年
末

に
は
、
紅
白
の
ビ
オ
ラ
で
境
内
を
統
一
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ビ
オ
ラ
は
見
事
に
冬
を
乗

り
越
え
ま
し
た
が
、
今
回
は
夏
に
向
け
て
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
で
統
一
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

初
夏
ら
し
く
黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
で
彩
ら
れ
た
境
内
は
と
て
も
明
る
い

雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
御
座

い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

氷
川
神
社

鈴
の
緒

ご
奉
納

こ
の
度
、
氏
子
地
域
の
西
志
村
恵
理

(

高
円
寺
南
四
丁
目)

様
よ
り
氷
川
神
社
の

鈴
の
緒
を
ご
奉
納
戴
き
ま
し
た
。

以
前
の
鈴
の
緒
も
西
志
村
恵
理
様
よ
り

ご
奉
納
戴
い
た
も
の
で
す
が
、
こ
こ
数
年

多
く
の
参
拝
者
に
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
老
朽
化
が
進
ん
で
ま
し
た
。

新
し
い
鈴
の
緒
は
、
色
も
明
る
く
氷
川

神
社
拝
殿
前
の
雰
囲
気
が
よ
り
一
層
明
る

く
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
ご
奉
納
戴
き
ま

し
て
本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

新
し
い
鈴
の
緒

以前の鈴の緒

気
象
神
社

紅
白
梅
の
木

ご
奉
納

こ
の
度
、
氏
子
地
域
の
由
井
建
設
㈱(

代
表
取
締
役

＝
由
井
健
太
＝
高
円
寺
北
二
丁
目)

よ
り
気
象
神
社
に

紅
白
の
梅
の
木(

２
本)

を
ご
奉
納
戴
き
ま
し
た
。

昨
年
末
に
気
象
神
社
の
参
道
脇
に
竹
壁
を
新
設
し
ま

し
が
、
由
井
様
か
ら
は
「
こ
の
新
設
さ
れ
た
竹
壁
に
よ

り
気
象
神
社
も
さ
ら
に
明
る
く
な
っ
た
の
で
、
さ
ら
に

雰
囲
気
が
明
る
く
な
る
よ
う
に
紅
白
の
梅
の
木
を
奉
納

し
た
い
」
と
の
ご
提
案
を
戴
き
ま
し
た
。

植
樹
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
紅
白
の

梅
の
木
を
植
樹
し
て
戴
き
ま
し
た
。
来
春
に
は
素
敵
な

紅
白
の
梅
の
花
が
咲
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
え
て
戴
き
ま
し
た

新
設
し
た
竹
壁
に
梅
の
木
が
よ
く
似
合
い
ま
す
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ひ
か
わ
１
８
３
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
再
び
緊
急
事
態
宣
言

が
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
間
近
と
な
っ
て
ま
す

が
、
感
染
状
態
も
大
幅
に
改
善

さ
れ
ず
、
先
行
き
は
混
沌
と
し

そ
う
で
す
。
気
象
祭
は
緊
急
事

態
宣
言
中
で
し
た
が
、
無
事
に

執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

改
め
て
我
々
は
雄
大
な
自
然
、

お
天
気
の
恵
み
の
中
で
生
活
で

き
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し

た
。
難
し
い
状
況
が
続
き
ま
す

が
、
体
調
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

４
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今
月
の
盆
栽

氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

🌸

お
知
ら
せ

🌸

今
月
の
御
朱
印

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
為
、
マ
ス

ク
着
用
、
適
切
な
間
隔
の
確
保
、
消
毒

や
喚
起
を
徹
底
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

◆
社
報
「
ひ
か
わ
」

１
４
７
号(

２
０
１
８
年
７
月
号)

か
ら

現
在
の
様
式
に
な
り
ま
し
た
が
、
過
去

の
社
報
を
お
求
め
に
な
り
た
い
方
は
お

気
軽
に
神
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。(

１
４
７
号
～
が
対
象
と
な
り
ま
す)

令和３年６月の御朱印
【氷川神社】

・太陽モチーフの三つ巴
・梅雨と夏越の大祓ハンコ

【気象神社】
・神事をイメージした太陽
・気象祭のハンコ

※公式サイトに過去の御朱印を掲載
してますので、ご覧ください。

～夏越の大祓～～大祓にご参加
できない方へ～

人形(ひとがた)を社務所にて配布し
ております。大祓当日(正午まで受
付)にお持ち戴ければ、大祓の神事で
御祈念を申し上げます。
人形に「住所・氏名・年齢(数え
歳)・生年月日」をご記入した後、人
形で身体を撫でて息を吹きかけてか
ら神社にお持ちください。

６
月
３
０
日(

水)

１
５
時
よ
り
氷
川
神
社
に

て
夏
越(

な
ご
し)

の
大
祓
の
神
事
を
執
り
行
い

ま
す
。

大
祓
と
は
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯

し
た
諸
々
の
罪
や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い

清
め
る
も
の
で
す
。
大
祓
の
「
大
」
は
「
公
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
個
人
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
日
本
国
中
の
穢
れ
を
払
う
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

大
祓
に
は
「
夏
越
の
大
祓(

な
ご
し
の
お
お
は

ら
え)

と
「
年
越
の
大
祓(

と
し
こ
し
の
お
お
は

ら
え)

」
が
あ
り
ま
す
。
夏
越
の
大
祓
は
毎
年
六

月
に
、
年
越
の
大
祓
は
毎
年
十
二
月
に
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
例
年
は
氏
子
総
代
、
神
社
関
係
者
、

氏
子
地
域
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
に
お
越
し
戴

い
て
ま
す
。
今
年
も
昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
の
た
め
、
消
毒
を
施
し
、
茅
の
輪
く
ぐ
り

の
行
列
に
間
隔
を
空
け
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
の
斎
行
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

人
形
を
神
社
で

配
布
し
て
ま
す

昨年の夏越の大祓のようす

氏
子
総
代
責
任
役
員

渡
辺
忠
司

氏
子
総
代
責
任
役
員

大
河
原
章
雄

氏
子
総
代

小
泉
好
一

氏
子
総
代

三
上
忠
彦

ノ
グ
チ
不
動
産

野
口
憲
一

高
南
宝
扇
会

高
円
寺
北
一
丁
目
町
会

高
円
寺
北
庚
申
文
化
会

高
円
寺
北
二
丁
目
町
会

高
円
寺
北
中
通
町
会

高
円
寺
北
中
央
自
治
会

氷
川
神
社
氏
子
青
年
会

(

順
不
同)

コ
ロ
ナ
退
散
祈
願
祭

奉
納
者
御
芳
名


